
Ｊ
Ｒ
東
海
労
は

月

～

11

24

日
、
組
合
員
セ
ミ
ナ
ー
を

25東
京
目
黒
で
開
催
し
ま
し

た
。
セ
ミ
ナ
ー
に
は
、

名
85

の
組
合
員
が
参
加
し
ま
し

た
。船

出
副
委
員
長
の
司
会
で

始
ま
り
ま
し
た
。
主
催
者
を

代
表
し
て
淵
上
委
員
長
は

「
松
山
さ
ん
に
続
く
組
織
拡

大
を
実
現
す
る
た
め
に
、
今

や
る
べ
き
こ
と
を
や
り
抜
こ

う
。
美
世
志
会
の
復
職
を
求

め
た
裁
判
で
、
八
ツ
田
さ
ん

と
小
黒
さ
ん
の
解
雇
無
効
を

勝
ち
取
っ
た
。
国
家
が
Ｊ
Ｒ

総
連
・
Ｊ
Ｒ
東
労
組
を
潰
そ

う
と
し
て
い
る
中
で
の
画
期

的
勝
利
で
あ
る
。
２
０
０
２

年
以
降
、
弾
圧
が
続
け
ら
れ
、

松
崎
さ
ん
の
逮
捕
・
組
織
破

壊
を
許
さ
な
か
っ
た
こ
と
に

お
い
て
は
勝
利
で
あ
る
。
こ

の
労
働
運
動
の
質
を
継
承
発

展
さ
せ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
訴
え
ま
し
た
。

職
場
報
告
で
は
、
昨
年
Ｊ

Ｒ
東
海
労
に
加
入
し
た
松
山

文
成
さ
ん
が
「
１
年
を
振
り

返
る
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、

職
場
実
態
や
自
ら
の
実
践
、

今
後
の
決
意
な
ど
を
報
告
し

ま
し
た
。
新
幹
線
地
本
土
川

企
画
部
長
は
「
切
り
開
こ

う
！
闘
い
の
新
た
な
ペ
ー
ジ

を
！
」
と
題
し
て
、
出
向
先

会
社
と
の
団
体
交
渉
を
実
現

す
る
た
め
の
経
過
な
ど
を
報

告
し
ま
し
た
。
伊
勢
運
輸
区

分
会
御
辺
書
記
長
は
「
職
場

に
残
る
闘
い
」
と
題
し
て
、

紀
伊
長
島
駅
乗
務
員
配
置
解

消
反
対
の
闘
い
や
車
両
故
障

を
口
実
と
し
た
乗
務
員
へ
の

責
任
転
嫁
＝
不
当
日
勤
教
育

に
抗
す
る
闘
い
を
報
告
し
ま

し
た
。
新
幹
線
関
西
地
本
王

丸
組
織
担
当
部
長
は
「
チ
ェ

ジ
ュ
島
研
修
と
オ
ス
プ
レ

イ
」
と
題
し
て
、
済
州
島
平

和
研
修
や
米
国
の
軍
事
戦
略

に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

本
部
か
ら
は
、
本
橋
業
務

部
長
が
「
ボ
ー
ナ
ス
カ
ッ
ト

を
理
由
と
し
た
仲
間
の
首
切

り
を
許
さ
な
い
！

歳
ま
で

65

安
心
し
て
働
け
る
職
場
を
つ

く
り
出
そ
う
！
」
と
題
し
た

問
題
提
起
を
行
い
ま
し
た
。

全
体
討
論
で
は
、

名
の

11

組
合
員
か
ら
問
題
提
起
や
各

種
報
告
に
対
す
る
感
想
、
自

分
の
決
意
な
ど
が
積
極
的
に

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
木
下
副
委
員
長

の
ま
と
め
で
、
セ
ミ
ナ
ー
は

成
功
裡
に
修
了
し
ま
し
た
。

乗
客
サ
ー
ビ
ス
は
低
下
し

た
。

月
８
日
に
は
本
部
に

11

飯
田
線
天
竜
峡
以
北
の
駅
無

人
化
に
対
し
て
「
こ
こ
ま
で

合
理
化
す
る
必
要
が
あ
る
の

か
」
「
Ｊ
Ｒ
東
海
の
説
明
は

上
か
ら
目
線
だ
」
と
い
う
沿

線
住
民
か
ら
の
怒
り
の
メ
ー

ル
が
送
ら
れ
て
き
た
▼
駅
の

無
人
化
は
乗
務
員
に
も
負
担

増
に
な
っ
て
い
る
。
乗
客
対

応
、
対
応
に
よ
る
列
車
遅
延

等
、
運
転
業
務
に
集
中
で
き

る
状
況
に
は
な
く
、
安
全
の

た
め
に
苦
労
を
強
い
ら
れ
て

い
る
。
安
全
上
も
問
題
だ
。

▼
会
社
は

月

日
武
豊
線

11

15

の
６
箇
所
の
無
人
駅
に
自
動

改
札
機
や
自
動
券
売
機
等
を

来
年
秋
か
ら
導
入
す
る
と
発

表
し
た
。
こ
の
計
画
に
よ
り

武
豊
線
は
新
た
に
４
駅
が
無

人
化
さ
れ
、
従
来
の
よ
う
に

遠
距
離
切
符
や
定
期
券
は
買

え
な
く
な
る
。
自
動
改
札
機

・
券
売
機
の
ト
ラ
ブ
ル
に
は

半
田
駅
か
ら
駅
員
が
出
向
き

対
応
す
る
。
サ
ー
ビ
ス
低
下

は
確
実
だ
。
▼
こ
れ
ら
は
、

す
べ
て
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線

建
設
の
た
め
だ
。
会
社
は
リ

ニ
ア
を
見
据
え
て
、
「
効
率

的
な
業
務
運
営
体
制
の
構

築
」
を
打
ち
出
し
た
。
リ
ニ

ア
に
向
け
て
、
筋
肉
質
的
な

会
社
に
す
る
と
い
う
。
乗
客

サ
ー
ビ
ス
、
安
全
、
労
働
条

件
が
贅
肉
と
い
う
こ
と
だ
。

Ｊ
Ｒ
東
海
労
は
乗
客
、
社
員

に
犠
牲
を
強
い
る
リ
ニ
ア
に

反
対
で
あ
る
。
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▼
会
社
は
こ
の
間
、
在

来
線
の
駅
業
務
の
委
託

解
消
や
無
人
化
を
進
め

て
き
た
。
そ
の
結
果
、

汽 笛
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新
幹
線
地
本
は
、
出
向
先

会
社
と
の
団
体
交
渉
を
開
催

し
ま
し
た
。
新
幹
線
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
東
海
株
式
会
社
（
Ｓ

Ｍ
Ｔ
）
と
は

日
に
開
催
、

16

新
幹
線
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

株
式
会
社
（
Ｓ
Ｅ
Ｋ
）
と
は

日
に
開
催
し
ま
し
た
。

21
２
社
に
は
多
く
の
組
合
員

が
出
向
し
て
お
り
、
か
ね
て

か
ら
労
働
条
件
の
改
善
を
求

め
る
声
が
あ
り
、
新
幹
線
地

本
は
粘
り
強
く
団
体
交
渉
の

開
催
を
申
し
入
れ
て
き
た
結

果
、
実
現
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
出
向
先
会
社
と
の

団
体
交
渉
の
開
催
は
、
Ｊ
Ｒ

発
足
以
来
初
め
て
の
こ
と
で

あ
り
、
画
期
的
な
こ
と
で
す
。

出
向
社
員
（
Ｊ
Ｒ
社
員
）
は

も
と
よ
り
、
そ
こ
で
働
く
社

員
に
と
っ
て
も
大
き
な
前
進

の
一
歩
と
な
り
ま
し
た
。

Ｓ
Ｍ
Ｔ
で
は
、
か
つ
て
現

場
長
判
断
で
休
日
指
定
発
表

が
さ
れ
な
か
っ
た
日
が
、
今

回
か
ら
は
現
場
長
の
判
断
で

で
き
る
こ
と
、
ロ
ッ
カ
ー
の

改
善
の
検
討
と
い
う
回
答
が

出
さ
れ
た
こ
と
、
出
向
し
て

い
る
組
合
員
の
担
務
の
変
更

は
管
理
者
に
言
っ
て
ほ
し
い

こ
と
な
ど
、
要
求
の
前
進
が

見
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
Ｓ
Ｅ
Ｋ
で
は
、
60

歳
以
降
の
重
労
働
の
配
慮
、

特
殊
作
業
に
お
け
る
指
導
者

の
付
き
添
い
、
雨
合
羽
や
制

服
の
洗
濯
の
検
討
な
ど
、
前

進
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

職
場
で
当
た
り
前
の
活
動
を
展
開
し
、

組
織
拡
大
を
勝
ち
取
ろ
う
！

２
０
１
２
年
度
組
合
員
セ
ミ
ナ
ー
開
催
！

多くの社員の期待を背に、
新幹線地本が出向先会社と団体交渉！

一定の前進を勝ち取る！



各サークル成績
囲碁将棋大会 囲碁の部

優勝：西村和雄 準優勝：松本洋三 第３位：小林泰一

同 将棋の部

優勝：谷口義彰 準優勝：松本洋三 第３位：小林泰一

バレーボール大会

優勝：池袋支部 準優勝：中野電車区・ＪＲ西労連合

第３位：蒲田電車区

テニス大会

優勝：赤石（新幹線）・村田（静岡）

準優勝：柿島夫妻（新幹線） 第３位：渡辺・山本（静岡）

ソフトボール大会

優勝：ＪＲ貨物労組 準優勝：ＪＲ東海労

結婚おめでとうございます

月

日
、
野
田
総
理
と

11

16

自
民
党
の
安
倍
総
裁
の
党
首

討
論
の
中
で
約
束
さ
れ
た
通

り
、
衆
議
院
が
解
散
し
ま
し

た
。

月
４
日
公
示
、

日

12

16

に
行
わ
れ
る
選
挙
は
、
現
時

点
で
、

政
党
が
乱
立
し
争

15

点
が
ハ
ッ
キ
リ
し
な
い
「
解

り
に
く
い
」
選
挙
に
な
る
可

能
性
は
大
き
く
、
「
ど
こ
に

入
れ
て
良
い
か
分
か
ら
な
い

か
ら
選
挙
に
は
行
か
な
い
」

と
い
う
方
も
い
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
以
下
の

視
点
に
立
っ
て
考
え
て
い
た

だ
き
、
是
非
と
も
一
票
を
投

じ
て
ほ
し
い
の
で
す
。

私
は
ど
の
よ
う
な
政
治
状

況
に
な
ろ
う
と
も
、
今
の
日

本
の
明
る
い
未
来
を
創
る
た

め
最
大
の
課
題
は
、
憲
法
９

条
改
悪
を
許
さ
ず
、
原
発
ゼ

ロ
社
会
の
実
現
と
非
正
規
雇

用
問
題
の
解
消
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。

そ
の
視
点
か
ら
見
た
場

合
、
憲
法
９
条
を
改
悪
し
、

原
発
政
策
を
推
し
進
め
る
政

治
は
何
と
し
て
も
阻
止
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
特
に
、

安
倍
自
民
党
の
「
憲
法
９
条

を
改
正
し
、
自
衛
隊
を
国
防

軍
に
転
換
さ
せ
、
集
団
的
自

衛
権
を
行
使
で
き
る
体
制
に

す
る
」
と
い
う
方
針
は
絶
対

坂
下
、
南
木
曽
、
上
松
の
各

駅
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
来

年
に
は
、
飯
田
線
・
鼎
、
元

善
光
寺
、
市
田
、
伊
那
大
島
、

飯
島
、
駒
ヶ
根
、
沢
渡
、
伊

那
北
、
伊
那
松
島
の
各
駅
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

名
古
屋
地
本
は
９
月
27

日
、
業
務
委
託
解
消
に
反
対

す
る
た
め
に
、
中
津
川
駅
と

坂
下
駅
で
ビ
ラ
配
布
行
動
を

展
開
し
ま
し
た
。
ビ
ラ
を
受

け
取
っ
た
市
民
か
ら
は
大
き

な
反
響
が
あ
り
ま
し
た
。

月
に
は
、
飯
田
線
沿
線

11
住
民
か
ら
、
Ｊ
Ｒ
東
海
労
に

「
リ
ニ
ア
の
投
資
の
た
め
に

ロ
ー
カ
ル
線
が
犠
牲
に
な
っ

て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
意

見
が
メ
ー
ル
で
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。

日
本
の
ど
こ
か
で
再
び
原
発

事
故
が
起
き
た
ら
、
日
本
の

未
来
は
正
に
ゼ
ロ
に
な
る
か

ら
で
す
。

非
正
規
雇
用
問
題
は
、
低

賃
金
と
不
安
定
な
生
活
か
ら

結
婚
・
出
産
・
育
児
を
躊
躇

さ
せ
て
い
ま
す
。
こ
ん
な
否

定
的
な
社
会
状
況
の
先
に
、

日
本
の
明
る
い
未
来
は
あ
り

ま
せ
ん
。
非
正
規
雇
用
問
題

の
解
消
を
迫
る
政
治
状
況
、

経
済
状
況
を
つ
く
り
、
若
者

が
き
ち
ん
と
し
た
生
活
設
計

を
立
て
ら
れ
る
社
会
に
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

根
源
的
な
こ
れ
ら
の
社
会

的
問
題
の
解
決
と
、
災
害
に

強
い
鉄
道
を
確
立
し
、
流
さ

れ
た
鉄
道
を
一
本
に
結
ぶ
た

め
に
、
有
効
な
一
票
を
投
じ

て
い
た
だ
く
よ
う
切
に
望
み

ま
す
。

月
、
各
種
サ
ー
ク
ル
行

11
事
を
開
催
し
ま
し
た
。
第
13

回
囲
碁
将
棋
大
会
は
湯
河
原

温
泉
で
４
～
５
日
、
第

回
21

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
及
び
テ

ニ
ス
大
会
は
熱
海
市
網
代
温

泉
で

～

日
、
第

回
登

13

14

17

山
大
会
は
伊
豆
の
国
市
・
城

山
、
葛
城
山
で

～

日
、

15

16

第

回
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

20
は
浜
松
市
で

日
に
そ
れ
ぞ

27

れ
開
催
し
ま
し
た
。
恒
例
と

な
る
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
と

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
は
、
Ｊ

Ｒ
東
海
労
の
ほ
か
、
Ｊ
Ｒ
東

労
組
、
Ｊ
Ｒ
貨
物
労
組
、
Ｊ

Ｒ
西
労
か
ら
も
参
加
し
有
意

義
な
交
流
が
で
き
ま
し
た
。

成
績
は
左
表
の
通
り
で

す
。

（２）第３２９号 Ｊ Ｒ 東 海 労 ２０１２年（平成２４年）１２月１日

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
！

各
種
サ
ー
ク
ル
行
事
開
催
！

会
社
は
、
駅
業
務
委
託
解

消
（
駅
無
人
化
）
を
反
対
意

見
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
推
し
進
め
て
い
ま
す1

0

月
１
日
か
ら
中
央
線
で
は

10

在来線駅の無人化反対！
名古屋地本がビラ配布行動

に
許
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

国
防
軍
構
想
は
「
専
守
防
衛
」

に
徹
す
る
自
衛
隊
を
、
同
盟

国
と
協
力
し
て
他
国
を
攻
撃

で
き
る
態
勢
へ
の
転
換
で
あ

り
、
戦
後

年
間
、
世
界
に

67

誇
る
平
和
国
家
・
日
本
を
根

本
的
に
変
質
さ
せ
て
し
ま
う

も
の
で
す
。
ち
な
み
に
、「
日

本
維
新
の
会
」
も
、
憲
法
感

は
ほ
ぼ
同
じ
と
見
て
良
い
と

思
い
ま
す
。

ま
た
、
福
島
第
一
原
発
事

故
の
収
束
と
東
北
の
復
興
、

原
発
新
設
中
止
と
原
発
再
稼

働
を
阻
止
し
、
原
発
ゼ
ロ
社

会
の
実
現
の
た
め
に
、
「
脱

原
発
基
本
法
」
の
成
立
を
目

指
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
東
北
の
復
興
は
、
困
難

を
伴
い
ま
す
が
、
み
ん
な
で

歯
を
食
い
し
ば
っ
て
頑
張
れ

ば
実
現
で
き
ま
す
。
し
か
し
、

田
城
議
員便

り

ド
ラ
イ
バ
ー
に
ビ
ラ
を

手
渡
す
組
合
員

関
西
地
区
分
会

上
田
謙
二
さ
ん

昌
子
さ
ん


